
と5且5
　まちのうごき

人口5，780人1△17i

　男　2，758人〔△9．

　女3，022人（△8．

世帯数し726戸（＋22

　平成4年ユ1目1日現在

　　　　1は同前月比

今年の歌の手ヤンピオン13・…・

平成4年

第499号

21

　1／月り日◎、町総合文化センターで行なわれた公民館対

抗歌合戦は，今年は町内各公民館より14名が出場し自慢の歌

を披露しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（4ベージに関連記事）

　　　さん　か
　　　山河みな古き陶器の　ごとくなる

　　　　　　　　このふるさとの冬，を愛：せむ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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翻
馬
継
無
細
羅
嬉
野
．

、
藻

曝
蟻
、
熱
譲

導
嶽
謙
蕪
濫
悪
翻

福
瀬
公
民
館
前
回
（
平
成
二
年
度
）

　　

@　

@　

ﾉ
つ
づ
き
総
合
優
勝
〃

鍵
盤
鐸
大
会

　
第
三
十
一
回
町
民
体
育
大
会
が
十
月
十
八
日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
年
に
一
度
の
開
催
と
い
う
こ
と
と
団
技
種
目
が
増
え
た
こ
と
で
多
数

の
参
加
者
が
あ
り
例
年
に
な
い
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
各
種
目
こ
と
の
成
績
（
一
位
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
佐
藤
秀
明
（
鶴
）
芋
原

和
害
二
羽
）
1
2
秒
8
▽
1
0
代
椎

田
真
（
福
）
1
2
秒
6
　
▽
⑳
代
　
若

杉
健
司
（
仲
）
1
2
秒
1
　
▽
3
0
代

黒
田
正
〔
田
）
1
3
秒
9
▽
4
0
代

宏
野
博
一
丁
）
1
3
秒
4
　
▽
5
0
代

柳
田
憲
一
郎
〔
小
）
H
秒
1
▽
6
0

以
上
「
印
メ
ー
ト
ル
〕
　
東
村
吉
市

一
戸
「
9
秒
8

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
寺
原
直
史
（
小
｝
2
7
秒

3
▽
高
校
生
赤
木
健
児
（
羽
〕

26

b
1
　
▽
一
般
　
置
床
隆
志
（
越
〉

27

b
2

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル

糸
平
和
紀
（
福
）
1
分
5
秒
0

　
▼
千
メ
ー
ト
ル

▽
4
0
代
　
池
田
平
美
（
迫
）
2
分
5
8
秒

　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
仁
田
陽
介
（
福
）
4
分

53

b
　
▽
2
0
代
　
海
野
達
也
（
坪
）

▽
3
0
代
川
越
一
夫
（
福
）

　
▼
五
千
メ
ー
ト
ル

海
野
達
也
（
坪
）
1
6
分
5
0
秒

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

小
野
田
公
民
館
－
分
4
8
秒
7

　
▼
年
齢
別
リ
レ
ー

鶴
野
内
公
民
館
　
2
分
2
1
秒
7

力強く選手宣誓を行なっ

た田野公民館の黒田正選

手

＜
五
連
覇
を
成
し
遂
げ
た

　
福
瀬
公
民
館
チ
ー
ム

、ゴ

雛

鮮
載
　

々ρρ

〃　
ρ

、

　
　
　
★

o
　
〃

　
　
　
　
「

ゆ
0
　
　
、

詳9ま

の

“

　
▼
俵
運
び
競
争

小
野
田
公
民
館
　
甲
0
1
秒
7

　
▼
走
高
跳

▽
1
9
以
下
　
椎
田
真
（
福
）
1
m
5
5

▽
一
般
　
森
田
敏
勝
（
鶴
）
1
m
6
4

　
▼
走
幅
跳

▽
1
9
以
下
　
田
村
厚
二
（
八
）
5
m

25

@
▽
一
般
　
寺
原
太
（
田
）
5
m

33　
▼
砲
丸
投
げ

▽
中
学
生
　
中
田
秀
敏
（
羽
）
9
m

13

@
▽
2
0
代
　
森
西
初
儀
（
福
）
m

m
9
　
▽
3
0
代
　
寺
原
卓
一
二
（
羽
）

11

高
W
8
　
▽
4
0
代
　
饗
瀬
太
（
小
）

12

高
S
3
　
▽
5
0
以
ト
　
寺
田
紋
太
郎

（
鶴
）
1
2
m
－

【
女
子
】

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
内
高
衣
唄
〔
小
で
井
上

有
堅
．
士
（
越
）
1
4
秒
9
　
▽
m
代

小
林
秋
子
〔
羽
）
1
6
秒
6
　
▽
⑳
代

甲
斐
由
美
（
仲
）
1
4
秒
3
▽
3
0
代

黒
木
真
奈
美
〔
寺
〕
1
5
秒
0
　
▽
⑳

代
小
川
好
美
（
鶴
）
1
5
秒
1
▽

50

ﾈ
L
〔
6
0
メ
ー
ト
ル
〕
藤
崎
月
子

（
八
）
9
秒
5
　
大
会
新
・
関
野
ベ

ン
（
福
）
1
0
秒
5
≡
大
会
新
・
高
瀬

藤
子
（
寺
）
1
0
秒
7
旨
大
会
新

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

▽
一
般
　
寺
原
東
．
r
（
小
〕
3
3
秒
0

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

越
中
公
民
館
－
分
2
秒
2

　
▼
年
齢
別
リ
レ
ー

小
野
田
公
民
館
　
－
分
丁
年
6
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▼
走
高
跳

▽
1
9
以
ド
近
藤
知
佳
〔
芋
｝
1
m

15

@
▽
一
般
　
山
口
美
紀
［
仲
｝
1

m
1
8

　
▼
走
幅
跳

▽
1
9
以
下
藤
田
真
樹
（
越
）
3
m

72

､
一
般
甲
斐
由
美
〔
仲
）
4

m
1
5

　
▼
砲
丸
投
げ

▽
中
学
生
　
宮
田
知
依
（
鶴
）
7
m

72

@
▽
2
0
代
　
川
村
初
美
（
福
）
5

m
7
8
　
▽
3
0
代
四
　
那
須
英
美
子
（
小
）

9
m
7
6走って〃

　
▼
団
体
競
技

▽
リ
ム
転
し
　
福
瀬
公
民
館
　
　
　
　
，

W
鄭
通
日
熱
館
く

脚
輪
ギ
．
継
畿
館
良

▽
公
民
館
役
職
員
・
イ
圏
内
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

公
民
館

【
総
合
】

優
　
勝
　
幅
瀬
公
民
館

第
二
位
　
小
野
田
公
民
館

第
三
位
　
羽
坂
公
民
館

慮引

剥
蕊

＼ン丁畑

麗

一
五
七
点

】
四
八
点

｝「

�齠

占
…
ﾐ

　
　
　
　
織
　
　
、
ﾐ

　
　
　
　
へ
ﾐ

　
　
　
も
諏
ﾐ

騨
ﾐﾐ

認－ﾐ

蟹ぞﾐ
西御曝ﾐ

ﾐ

…弓 Pつばって…’ﾐ

し
て
…
ず
っ
こ
け
て
鯵
ﾐ

衝
二
ﾐ

、
ﾐ

．
　
ﾐ

ﾐ鉢しﾐ

　▼’騨ﾐﾐ

ﾐﾐ
｝』｝ﾐ．｝ﾐ

こ．ﾐ

ﾐ

幕ﾐ
「ﾐ

ﾐ

ﾐ

‘ﾐﾐ

んで！ノﾐ

ﾐ

ﾐ
ﾐ

　　　　　　　　　　避甲ﾐ

　　　　　　鰍、ﾐ　　　　　　　　㍗・　略ﾐ

　　　　　　　　吻μﾐ

圃ζ禰ﾐ
　　　　　　　　5ﾐ

ﾐ

紙
ﾐ

水
9
）
7
2
、
の
解
説
ﾐ

こ
の
歌
は
明
治
四
十
五
年
ﾐ

二
十
七
歳
）
、
父
の
病
気
で
ﾐ

郷
坪
谷
に
帰
郷
し
て
い
る
ﾐ

の
作
で
す
。
ﾐ

そ
の
年
の
十
一
月
、
父
は
ﾐ

去
し
、
翌
年
の
大
正
二
年
ﾐ

】九

％
�
j
の
五
月
、
牧
ﾐ

は
煩
悶
の
末
、
ﾐ

　
邊
　
邦
　
彦
ﾐ

　
　
　
　
　
母
の
止
め
る
の
を
ﾐ

り
切
る
よ
う
に
し
て
故
郷
を
離
れ
ﾐ

し
た
．
、
表
紙
の
『
山
河
み
な
…
』
ﾐ

歌
は
第
六
歌
集
『
み
な
か
み
』
に
ﾐ

収
し
て
あ
り
、
『
故
郷
』
と
題
し
て
、
ﾐ

三
五
首
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
、
ﾐ

水
は
こ
の
歌
集
の
前
が
き
で
、
「
ま
ﾐ

と
に
郷
里
坪
谷
村
の
一
年
間
は
、
ﾐ

に
と
っ
て
今
ま
で
に
な
い
内
省
的
ﾐ

、
割
合
に
豊
か
な
生
活
を
遂
げ
さ
ﾐ

て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
し
と
言
ﾐ

て
お
り
、
ま
た
、
「
本
書
の
出
版
に
ﾐ

し
て
私
は
わ
が
郷
里
の
山
河
に
感
ﾐ

し
た
い
…
…
」
と
も
言
っ
て
お
り
ﾐ

す
”
ﾐ

前
述
の
「
故
郷
』
の
歌
は
、
ふ
る
ﾐ

と
、
父
、
母
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
ﾐ

よ
う
で
す
。
牧
水
の
ふ
る
さ
と
へ
ﾐ

限
り
な
き
想
い
が
ひ
し
ひ
し
と
感
ﾐ

ら
れ
ま
す
。
ﾐ

あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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ぶるさとの産業と文化
　　　　　　そして美声を一同に公開～第10回産業文化祭～

　第10回東郷町産業文化祭が、［0月31日とH月1日の2日間、今年は一部会

場を変更し盛大に開催されました。

　2日間で延べ2，100人が訪れ、特に今年メイン会場となった役場前駐車場で

はたいへんな賑わいを見せていました。

　
産
業
部
門
で
の
入
賞
者
、
ま
た
公

民
館
対
抗
歌
合
戦
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
．
、

震
林
技
術
士
】

O
個
人
の
部

複
合
部
門
　
橋
口
孝
夫
（
寺
）

畜
産
部
門
　
福
永
眞
澄
（
羽
）

林
業
部
門
　
黒
木
作
次
郎
（
迫
）

○
団
体
の
部

田
野
生
産
森
林
組
合

【
農
林
産
品
等
】

○
野
菜
の
部
優
等

黒
木
登
良
子
（
迫
）
・
川
口
末
弘
（
福
）

金
子
　
勤
（
鶴
）
・
新
名
昭
仁
（
寺
）
・

那
須
真
弓
（
坪
）

O
果
樹
の
部
（
温
州
み
か
ん
）
優
等

海
野
光
威
（
寺
）

o
ま
ゆ
の
部
優
等

黒
木
利
一
（
寺
）

O
茶
の
部
優
等

前
川
浩
規
（
仲
）

＜
「
男
の
一
生
」
を
歌
い
み
こ

　
と
今
年
の
歌
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

　
ン
に
な
っ
た
都
甲
幸
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
田
）

O
殻
類
の
部
（
小
豆
）
優
等

小
林
シ
メ
子
（
福
）

o
椎
茸
の
部
〔
生
椎
茸
）
優
等

濱
辺
洋
一
郎
（
坪
）

O
シ
キ
ミ
の
部
優
等

直
野
初
美
（
福
）

O
家
庭
菜
園
の
部
優
等

寺
原
タ
カ
（
坪
）

O
農
産
加
工
の
部
優
等

植
野
美
穂
子
（
寺
）
・
黒
木
信
代
（
迫
）

【
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
】

o
工
芸
品
優
等

三
浦
淳
（
仲
）
・
山
崎
甚
太
郎
（
坪
）

【
寒
蘭
展
】

○
紅
花
特
別
賞

○
青
花
　
〃

。
更
紗
花
〃

。
白
花
　
〃

黒
木
幸
男
（
寺
）

黒
木
十
農
夫
（
寺
）

橋
口
忠
栄
（
寺
）

水
野
美
鶴
（
仲
）

【
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
】

優
勝
　
都
甲
幸
之
（
小
）

、
，
」

’“

レ
今
年
の
歌
合
戦
で
一
番
拍
手

　
の
多
か
っ
た
、
パ
フ
ォ
ー
マ

　
ン
ス
賞
を
受
賞
し
た
三
浦
照

　
子
さ
ん
（
坪
谷
）

二
位
　
日
高
　
清
（
下
）

三
位
　
佐
藤
　
久
（
迫
）

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞

　
　
三
浦
照
子
（
坪
）

レ
表
彰
を
受
け
る

　
　
福
永
真
澄
さ
ん

翁
爵

＜
今
年
の
ゲ
ス
ト
大
和
さ
く
ら

　
さ
ん
の
熱
唱
！

慶遡聯臨瀞潅湿気
＜
今
回
の
目
玉
コ
ー
ナ
ー
と
な

　
つ
た
青
森
り
ん
ご
の
無
料
配

　
布　

　
　
　
　
　
が

　
　
　
．
．
．
』
（

　
　
　
　
　
：
慧

　
　
　
　
　
　
」
、

　
　
　
　
亨
駈
∴
弘

気
融
暴

縷
無
謬
箋
随

　
　
　
　
　
　
　
ミ
黛

だ
差
麹
葬
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」

＜齢も掘り遠足～坪谷保育所～

　10月12日（ゆ、坪谷保育所ではいも掘り遠足と銘

打って、野々崎の中野良子さん方のいも畑で楽し

いいも掘りをしました．

　園児たちは手足を泥だらけにして土の中から出

てくるいもを手に、赤だ！白だ．！と大喜び．

　自然とじかにふれたいも掘りは園児たちの心を

動かす貴：重な体験となりました、

　またとれたてのいもを大学いもにしてみんなで

食べ、その顔はとても満足そうでした，

、
、
藷
罷

綾

羅豫
、
、
，
戸
！

麟
職
．

▲県商工労働部長の立
　ち合いで調印が行な
　われた

誰
襲
）

レ
▼

＝（（菰）健圏リロ

県庁で立地調印式～

町

・
碧
”
謂
れ
ナ

　県産材を利用した木材オ

の加工を目的に、広島県に

のあるπ住建リース、が杢

進出することになり、10月

jl）、県庁で立地調印式が石

れました．

　　　　　　　　淫

4瓢、、、¢

　　　鯉6，000匹を放流

　10月26日〔目〕、耳1【1本流では福瀬と鶴野内の二箇所で鯉の

放流が行なわれました＝これは耳目漁業協同組合が毎年実

施しているもので、今回放流した鯉は生後五ヶ月ぐらいの

もので、なんと6．000匹／

窺疹島“7争甲噺熱
く
燃
え
た

全
国
青
年
大
会

　
1
1
月
6
日
か
ら
9
日
に
か
け
て
、
東

京
の
国
立
競
技
場
を
中
心
に
、
第
4
1
回

全
国
青
年
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
一

　
本
町
か
ら
宮
崎
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
軟
式
野
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
両
チ
ー
ム
と
も
初
戦
突
破
の
目
標

を
果
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
二

回
戦
で
は
両
チ
ー
ム
と
も
惜
敗
と
な

り
ま
し
た
、

o
軟
式
野
球

　
1
回
戦
　
宮
崎
県
2
　
0
島
根
県

　
2
回
戦
　
宮
崎
県
1
一
3
新
潟
県

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
一
回
戦
　
宮
崎
県
2
　
1
山
口
県

　
2
回
戦
　
宮
崎
県
0
一
2
東
京
都

　
カ
ン
パ
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
様
方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
、

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲211り㈹まで〉
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今
年
も
給
与
所
得
の
年
末
調
整
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
．
．

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
が
勤
め
先
か

ら
給
料
や
賞
与
の
支
払
い
を
受
け
る

際
に
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
行

わ
れ
ま
す
．

　
年
末
調
整
は
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
る
人
の
「
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、

毎
月
（
日
）
の
給
料
や
賞
与
な
ど
の

支
払
い
の
際
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

額
と
、
そ
の
年
の
総
額
に
つ
い
て
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
正
規
の
年
税

額
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
過
不
足
額

を
精
算
す
る
も
の
で
、
給
与
の
源
泉

徴
収
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
す
、

　
大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
こ
の

年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得

税
の
納
税
が
完
了
し
、
改
め
て
確
定

申
告
の
手
続
き
を
と
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
意
味
に
お
い
て

も
非
常
に
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　
扶
養
親
族
の
申
告

　
年
末
調
整
の
手
続
き
は
、
勤
め
先

の
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ
る
と
思
い

な
く

ま
す
が
、
毎
年
の
町
民
税
課
税
の
際

に
気
が
つ
い
た
点
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

↑
）
例
え
ば
、
夫
婦
と
も
に
給
与
所
得

等
が
あ
り
、
子
ど
も
や
親
を
扶
養
親

族
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
同
一

人
を
重
複
し
て
申
告
し
た
り
、
も
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
扶
養
に
す
る
か
は
、
勤

め
先
に
申
告
書
を
提
出
す
る
前
に
よ

く
検
討
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．
．

2
納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
や
親
族
で
、
所
得
の
合
計
額
が
三

卜
五
万
円
以
下
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
一
．

　
例
え
ば
、
会
社
に
勤
め
て
い
た
人

が
退
職
な
ど
に
よ
り
給
与
収
入
が
百

万
円
以
下
の
場
合
は
、
給
与
所
得
は

三
十
五
万
円
以
下
に
な
り
ま
す
。

⑥
前
年
の
確
定
申
告
で
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
を
受
け
た
人
は
、
次
の
年

か
ら
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
、
税
務
署
か

ら
証
明
書
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、

勤
め
先
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

書
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
（
火

災
保
険
料
な
ど
）
の
控
除
が
も
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、

　
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
の
保
険

料
や
国
民
健
康
保
険
医
を
納
め
て
い

る
人
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
．
．

　
中
途
退
職
者

　
年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
に
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
や
、

年
末
調
整
の
内
容
が
誤
っ
て
い
た
た

め
、
納
税
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は

来
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
の
期
間
中
に
、
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
勤
め
先
か
ら
受
け
取

っ
た
源
泉
徴
収
撒
餌
は
、
な
く
さ
な
い
よ

う
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
源
泉
徴
収
票
は
所
得
税
の

納
税
証
明
と
し
て
、
授
業
料
の
減
免

申
請
、
融
資
の
申
込
み
等
で
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

魅
　
　
7
倉
6

「n
|

’
　
ワρ

．
の

。丸

秘鱒た嚇・さ疑、δ

動
勃
◎
㊨
勤

有
限
会
社

　
　
　
菊
池
建
設

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
一
七
七
五
－
三

容
翁
）
二
（
〕
五
、
八

代
表
取
締
役
　
菊
池
幹
男

O
設
立
年
月
日
は
？

　
昭
和
三
十
二
年
十
月
一
日

O
現
在
の
従
業
員
数
は
？

　
男
十
二
名
・
女
早
名
の
計

　
十
四
名
で
す
。

○
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？

　
官
公
庁
を
主
体
と
し
た
、

　
土
木
工
事
業
で
す
，

○
会
社
の
特
徴
は
？
・

　
永
年
勤
続
者
が
多
く
、
家

　
族
的
な
雰
囲
気
の
中
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
・
　
醗
、

O
そ
の
他
に
何
か
ア
ピ
ー
ル
｝

　
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　
ん
か
？

現
在
、
建
設
業
は
3
K
と

　
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
中

⑮

そ
れ
を
少
し
で
も
脱
皮
し
よ
う
と
・

新
3
K
宣
言
（
感
動
・
興
奮
・
完
’

成
度
）
実
施
中
で
す
，
特
に
工
事

完
成
時
の
感
動
は
格
別
で
す
。

　
そ
こ
で
当
社
で
は
建
設
技
術
者

と
し
て
働
い
て
み
た
い
と
い
う
若

者
を
募
集
中
で
す
、
経
験
は
問
い
、

ま
せ
ん
。
随
時
受
付
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
．

．
争
・

避
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第群群甑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だり問う術こ工・う
、＿＿．＿＿＿＿＿，＿＿＿＿＿一＿．　さ・ま1’．若者事卸

　　★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑳2111（14）まで〉
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わ瀞
　　印〉、

直
鄭
ラ
O
【
宣
幽

掘

（
6
4
歳
）

　
現
在
日
向
市
曽
根
町
に
お
住
い
で
、

以
前
、
日
向
市
東
郷
町
人
会
の
会
長

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
．

、
　
寒

こ
れ
か
ら
の

ふ
る
さ
と
東
郷
面
に

　
　
　
　
　
思
う
こ
と

　
こ
れ
か
ら
高
速
道
路
が
出
来
て
、

細
島
港
が
五
万
t
バ
ー
ス
に
変
る
と

工
場
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
行
く
と
思

い
ま
す
．
こ
う
な
れ
ば
東
郷
町
は
べ

》
ド
タ
ウ
ン
に
な
る
事
で
し
ょ
う

　
そ
の
前
、
何
か
「
つ
作
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
例
え
ば
、
あ

の
冠
山
に
ロ
！
．
フ
ウ
エ
イ
な
ん
か
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
し
て
、
山

頂
に
遊
園
地
な
ん
て
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

短
歌

〃

尾
鈴
短
歌
会

ζ

▲冠山にロープウエイ……は？

秋
晴
れ
に
鷺
と
鳥
が
入
り
交
じ
り
落

　
穂
分
け
合
う
様
を
見
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
予

秋
野
原
く
れ
ゆ
く
甲
に
虫
の
声
す
す

　
き
穂
ゆ
れ
て
月
薄
く
み
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

秋
中
ば
運
動
会
に
花
咲
い
た
幼
稚
園

　
児
の
太
鼓
と
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

卵
傾

。
出
身
地
区

　
　
羽
坂
硯
野

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
福
田
實
利
さ
ん

。
生
年
月
日

　
昭
和
三
年
］
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
～

　
私
が
小
学
生
の
頃
は
、
道
路
は
砂

利
で
凹
凸
が
多
く
、
そ
の
道
を
草
履

で
通
っ
た
も
の
で
す
。
当
時
は
自
家

用
車
も
東
郷
村
に
は
二
台
位
し
か
な

か
っ
た
の
で
は
？
又
江
野
の
永
岡
さ

ん
、
鶴
野
内
の
白
川
さ
ん
所
の
ト
ラ

ッ
ク
位
で
は
と
思
い
ま
す
．

　
変
わ
り
に
馬
車
が
多
い
時
代
で
し

た
。
学
校
の
往
復
に
馬
車
に
飛
び
乗

り
、
良
く
馬
方
さ
ん
に
お
こ
ら
れ
た

の
を
憶
え
て
い
ま
す
、 ☆

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★
☆

　
　
　
　
渡
る
の
が
恐
ろ
し
か
っ
た
木
橋
東
郷
橋
～

　
東
郷
僑
も
木
橋
で
し
た
．
、
鶴
野
内

前
田
か
ら
、
羽
坂
に
掛
っ
て
い
ま
し

た
．
．
ピ
！
ヤ
は
灰
石
の
積
上
げ
、
路

　
　
　
　
　
　
セ
ド
ふ
ノ
　
　
と
　
し
　
　
　
　
　
　
わ
　
ノ
チ
げ

面
部
分
は
厚
さ
五
流
、
巾
は
三
十
糎

位
の
板
張
り
で
し
た
．
私
達
が
通
う

頃
は
所
ど
こ
ろ
腐
っ
て
、
水
面
が
ち

ら
ほ
ら
見
え
て
渡
る
の
に
恐
ろ
し
か

っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
、

　
本
当
に
今
は
昔
に
比
べ
る
と
、
道

路
や
橋
は
立
派
に
な
り
、
町
が
見
違

え
る
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

「、

「

尚
】
層
の
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
時
、
奈
須
熊
吉
村
長
後
期

裏
山
に
気
負
い
て
鳴
き
し
ひ
ぐ
ら
し

の
地
に
か
え
り
し
か
静
か
に
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

秋
日
射
す
昼
の
川
原
に
た
だ
一
羽
獲

　
物
を
狙
う
鷺
の
静
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

デ
ハ
ー
ト
の
前
に
並
び
し
花
の
鉢
我

　
か
選
ぶ
花
の
時
に
は
紅
く

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

紫
の
花
を
降
ら
せ
て
縁
に
散
る
夕
べ

　
の
風
に
野
牡
丹
揺
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
井
L
キ
ミ
エ

金
木
犀
早
も
散
り
凋
み
時
雨
く
る
寂

　
し
き
庭
に
r
犬
遊
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

と
こ
し
え
に
君
安
ら
け
に
眠
れ
か
し

　
ふ
る
さ
と
の
海
か
が
や
く
斤
に

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

朗
詠
の
睡
る
る
な
か
に
注
ぐ
酒
香
の

　
た
だ
よ
い
て
歌
碑
に
し
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

山
脈
の
連
な
る
里
の
上
げ
花
火
空
一

　
面
に
輝
き
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

移
り
ゆ
く
季
節
の
匂
い
木
犀
の
花
散

　
り
終
へ
て
秋
深
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑳2111（14｝まで〉
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☆★☆坪谷幼稚園☆★☆

◎
鍵

謙 曝
・
覧
．

夢

．
横
毒
鱗

海
馬i〆ρ

温む．．

癬
拶

レ
題
「
す
い
ぞ
く
か
ん
」

　
　
　
（
遠
足
の
絵
）

　　　　とも　き
坪谷の矢野双樹くん6歳

　父：二野英文さん

　母：　フミ子さん
○すきな食べ物は？

　　ケーキ

○大きくなったら何になりたい

　ですか？

　　警察官

つ

畜
・
肇
i

鑑 坪谷の稲田麻美ちゃん〔6歳）

　　父：稲田政志さん

　　母：　美穂子さん
。すきな食べ物は？
　　ロレ　　ヤい　　いり＿

O大きくなったら何になりたい

　ですか？

　　オルガンの先生

Z

ヒ
、
．

奪

＜
題
「
こ
ど
も
じ
ど
う
し
ゃ
」

　
　
　
　
（
遠
足
の
絵
）

鶴
ヤ
、

’
》
、

　
／

◎甲Pψ9ψ’9’ψ99’φ99’9999ψρ｛卜φ◎ρψρ，，9899φ’rひ’ψψψ99rφ’φ’φ’9’一99ρ9’rPρψρψρ，ρψρ9’◎’ψ’一9φ炉ひ　φ’ψ09’9，ψ0999例Pg壷r一ひ「ψρψ’ψ｛■卜ρ

車
内
整
頓
は
事
故
防
止
に
も

　　

@　

@
つ
な
が
り
ま
す

一
交
通
事
故
一
つ
の
事
例
1

　
一
つ
葉
の
有
料
道
路
を
走
行
中
の

青
年
が
、
料
金
所
の
手
前
で
滅
速
す

る
た
め
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
．
一
約
十

五
㎞
／
h
ま
で
落
ち
た
の
で
ブ
レ
ー

キ
ペ
ダ
ル
を
は
な
し
、
も
う
一
度
前
万

の
車
と
の
車
間
が
縮
ま
∫
．
て
き
た
為
ブ

レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
踏
も
う
と
し
た
が
、

そ
の
瞬
問
ペ
ダ
ル
の
下
に
空
か
ん
が

は
さ
ま
’
．
て
し
ま
い
ブ
レ
ー
キ
を
踏

め
ず
、
停
車
し
て
い
た
前
車
に
追
突

し
た
．
．
原
因
は
、
途
中
の
店
で
買
ズ
．

た
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
空
か
ん
を

自
分
の
一
番
近
い
所
に
置
こ
う
と
、

シ
ー
ト
の
下
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
だ
一
’
．
た
．
．
以
後
青
年
は
車
の
中

に
ゴ
ミ
箱
を
設
け
、
す
べ
て
ゴ
ミ
は

そ
れ
に
入
れ
る
よ
う
に
習
慣
づ
け
た
．
．

　
車
内
整
頓
は
事
故
防
止
上
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
．
．

交
通
安
全
功
労
者

　
　
　
　
等
の
表
彰

　
平
成
四
年
度
の
日
向
地
区
交
通
安

全
協
会
会
員
の
交
通
安
全
功
労
者
、

な
ら
び
1
1
一
運
転
者
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
｝

　
東
郷
町
内
の
表
彰
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
．
．

《
九
州
管
区
警
察
局
長
賞
》

　
佐
藤
眞
幸
（
羽
坂
〕

《
全
日
交
緑
十
字
銅
賞
》

松
掛
芳
郎
（
坪
谷
）
甲
斐
民
一
郎

　
（
仲
深
）

《
県
協
会
長
賞
》

O
団
体
　
山
陰
保
育
園

O
個
人
　
海
野
茂
実
〔
羽
坂
）
黒
木

太
（
羽
坂
）
峰
村
守
〔
田
野
）

《
日
向
地
区
協
会
長
賞
》

O
団
体
　
東
郷
小
学
校

　　　　　○
　　　　　免
　　　　　許
　　　　　取
　　　　　得
　　二三四五
　トレ十卜卜
計年年年年年

一
名

四
名

十
九
名

孔
＋
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129脇物　1

　
　
全
国
9
、
2
0
8
人

死
者

　
　
県
内
　
　
　
8
8
人

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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鍵
i

襲1

⑯
膝
の
痛
み

　
　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

外
科
　
山
　
田
　
強
　
一

＼妃
璽

　
中
年
期
を
過
ぎ
れ
ば
、
程
度
の
差

は
あ
れ
、
膝
の
痛
み
が
出
現
し
て
く

る
も
の
で
す
　
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
、

膝
関
節
周
囲
の
骨
（
軟
骨
）
の
老
化

現
象
の
た
め
で
す
が
、
そ
れ
を
加
速

さ
せ
げ
、
い
る
の
は
、
肥
満
と
膝
周
辺

の
筋
力
低
下
に
よ
る
も
の
で
す
．
膝

の
痛
み
を
訴
え
る
方
は
、
水
が
た
ま

．’．

ﾄ
い
た
り
、
正
座
が
で
き
な
い
、

階
段
を
降
り
る
時
に
痛
み
が
強
く
な

る
な
ど
の
症
状
を
も
っ
て
お
り
、
既

に
、
あ
る
程
度
の
変
形
を
き
た
し
て

い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
膝
関
節
の
痛
み
で
す

が
、
　
一
般
に
寒
冷
時
に
症
状
が
増
悪

す
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
冬
期
は
長

時
間
寒
冷
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
外

出
時
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
．
、
ま

た
、
運
動
後
や
長
時
間
の
歩
行
後
に

膝
の
痛
み
や
腫
れ
が
増
悪
す
る
場
合

が
多
い
の
で
安
静
に
つ
と
め
て
留
意

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
．
さ
ら
に
、

肥
満
傾
向
の
方
は
体
重
増
加
に
よ
り

膝
の
負
担
を
大
き
く
す
る
た
め
、
減

量
を
積
極
的
に
進
め
る
事
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
、

　
で
は
、
こ
こ
で
膝
の
痛
み
を
予
防
、

軽
減
さ
せ
る
簡
単
な
体
操
を
紹
介
し

ま
す
、
ま
ず
、
仰
向
け
に
寝
て
く
だ

さ
い
．
．
膝
を
伸
ば
し
た
ま
ま
足
全
体

を
約
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
挙
上
し

ま
す
、
足
を
上
げ
た
ま
ま
五
秒
間
静

止
し
た
後
、
足
を
床
に
下
ろ
し
ま
す
，

五
秒
間
休
ん
で
、
再
び
同
じ
動
作
を

繰
り
返
し
、
二
十
回
程
度
行
い
ま
す
．
．

こ
れ
を
一
日
二
、
三
回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　斎　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　」5二　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　一モ　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　；　　　　　　　　耳　　　　　　　一三　　　　　　二　　　　　一　　　　　　　　F．　．　　　　　　乙二　．二二葛二．」二　．＝；；－

◎
　
りよだ眼白医科歯

齢4
銃

　
今
回
は
、
思
春
期
の

お
話
し
で
す
．
．
こ
の
時

期
は
、
身
体
の
大
き
さ

の
急
速
な
増
加
が
み
ら

触
凶
日
ジ
蜷

津
幡
レ
．
い
え
る

み
守
屋
嬬
敷

生
え
そ
ろ
’
．
て
2
～
3

年
目
で
、
む
し
歯
に
な

り
や
ふ
9
い
一
口
二
の
要
h
産
子
詫
吋
代
浄
一
迎

え
ま
す
　
受
験
期
と
も
重
な
り
、
食

生
活
の
乱
れ
や
口
腔
衛
生
に
対
し
て

無
関
心
な
状
態
と
な
り
が
ち
で
す
．
．

　
む
し
歯
と
同
様
、
口
の
中
の
清
掃

を
怠
れ
ば
歯
肉
炎
も
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
．
．
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

の
乱
れ
が
関
与
し
て
い
る
『
思
春
期

性
歯
肉
炎
」
と
い
わ
れ
る
歯
ぐ
き
の

病
気
が
あ
る
く
ら
い
で
す
．
．
こ
の
た

め
、
口
中
の
手
入
れ
も
学
童
期
ま
で
と

異
な
り
、
歯
だ
け
で
な
く
歯
ぐ
き
も
含

め
た
方
法
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
．
．

　
ま
た
、
第
三
大
臼
歯
（
親
知
ら
す
）

が
大
部
分
の
人
に
は
生
え
ま
す
が
、

中
に
は
生
え
な
い
人
も
い
ま
す
．
こ

れ
は
、
や
わ
ら
か
い
食
品
が
多
く
な

り
、
し
’
．
か
り
咬
む
こ
と
か
少
な
い
一

の
で
歯
や
顎
の
骨
が
退
化
す
る
た
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

で
す
．
．
特
に
下
顎
の
骨
の
退
化
に
よ
」

り
、
親
知
ら
ず
の
生
え
る
場
所
が
非
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

常
に
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
．
．
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
一
番
奥
に
あ
る
た
め
歯
ブ
」

ラ
シ
に
よ
る
清
掃
が
非
常
に
難
し
く
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
上
に
目
が
開
一

き
に
く
く
な
っ
た
り
、
食
物
を
飲
み
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

込
む
と
き
に
痛
み
が
あ
る
「
智
歯
周
一

炎
』
と
い
う
病
気
に
な
る
こ
と
が
あ
心

り
ま
す
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
正
常
な
心
身
の
発
達
を
と
げ
た
田
営
…

春
期
の
若
人
は
、
人
生
の
中
で
も
最
一

も
健
康
的
で
明
る
く
輝
く
時
期
で
す
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

か
ら
、
こ
の
輝
き
を
持
続
さ
せ
る
こ
一

と
が
大
切
で
す
．
．
　
　
　
　
　
　
　
「
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

行
う
の
が
効
果
的
で
す
．

楽
に
で
き
る
方
は
回
数

を
増
や
し
た
り
、
足
首

に
重
り
を
付
け
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
、
き
つ

い
方
は
、
回
数
を
減
ら

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

大
切
な
こ
と
は
、
毎
日

続
け
る
こ
と
で
す
．
、

”
継
続
は
力
”
な
の
で

す
．
一
た
だ
し
、
痛
み
が

強
く
な
っ
た
り
、
持
続

す
る
よ
う
な
ら
、
病
院

を
受
診
し
適
切
な
処
理

を
受
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
一
．

町監査委貝の異動

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

監
査
委
員

那
須
幸
雄

塗
璽

冷
、

　
こ
の
た
び
監
査
委
員
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
知
識
も
経
験
も
う
す
れ

て
、
果
し
て
今
日
の
ご
と
く
、
複
雑

多
岐
に
わ
た
る
行
政
・
財
政
に
対
応

で
き
る
か
懸
念
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
・
．

　
し
か
し
な
が
ら
職
務
の
重
大
さ
を

痛
切
に
自
覚
し
、
町
民
の
目
と
な
り

手
足
と
な
r
．
て
誠
心
誠
意
、
厳
正
・

公
平
に
職
務
に
当
り
た
い
と
思
い
ま

す
．
．
町
民
の
ま
す
ま
す
の
御
指
導
と

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

監
査
委
員
就
任
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い

た
し
ま
す
．

退
任
に
あ
た
っ
て

前
監
査
委
員
中
田

典
旦

　
昭
和
六
十
三
年
十
月
、
監
査
委
員

に
就
任
し
て
か
ら
四
年
間
、
本
町
の

行
財
政
の
執
行
状
況
を
中
心
に
し
て

監
査
の
業
務
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し

た
．
．
現
今
の
社
会
は
国
際
的
に
も
国

内
に
お
い
て
も
正
に
激
動
の
時
代
で

あ
り
ま
し
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け

る
行
政
需
要
も
多
様
化
し
て
参
っ
て

お
り
ま
す
．
、

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
本
町
と
し
て
も

町
民
の
意
志
を
反
映
し
な
が
ら
積
極

的
に
行
政
が
執
行
さ
れ
て
い
る
状
況

を
つ
ぶ
さ
に
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
町
長
を
は
じ
め
職
員
の

皆
様
や
各
種
団
体
の
ご
指
導
と
ご
協

力
に
よ
っ
て
な
ん
と
か
曲
り
な
り
に

も
監
査
委
員
と
し
て
の
責
務
を
全
う

さ
し
て
．
頂
き
ま
し
た
，

　
退
任
に
あ
た
り
こ
こ
に
あ
ら
た
め

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
あ
い
さ
っ

と
い
た
し
ま
す
．

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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回
回

圃回
平
成
5
年
度
用

　
宮
崎
県
民
手
帳

　
　
　
　
予
約
募
集
！

　
　
宮
崎
の
便
利
情
報
が

　
　
　
　
こ
の
一
冊
に
！

　
お
仕
事
や
日
常
生
活
に
役
立
つ
資

料
が
集
録
し
て
あ
る
、
県
民
必
携
の

手
帳
で
す
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
つ
ロ

▽
サ
イ
ズ
　
大
型
版
〔
域
㎝
×
品
㎝
）

　
　
　
　
小
型
版
（
恥
㎝
×
困
㎝
）

▽
価
格
　
　
い
ず
れ
も
鋤
円

▽
申
込
み
先
　
各
地
区
の
組
合
長

▽
申
込
み
期
限
　
1
2
月
1
9
日
ま
で

東
臼
杵
地
区
新
有
権
者

意
見
発
表
会
出
場
者
募
集

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

五
年
一
月
に
開
催
さ
れ
る
東
臼
杵
地

区
新
有
権
者
意
見
発
表
会
で
意
見
発

表
を
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
一
出
場
資
格
は
平
成
五
年
一

月
に
成
人
式
を
迎
え
る
方
で
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
．
．

▽
申
込
み
先
　
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
町
総
務
課
内
）

▽
申
込
み
期
限
　
1
1
月
3
0
日
働

▽
出
場
者
数
　
　
一
名

「
日
本
文
学
を
読
む
会
」

　
　
　
会
員
募
集

1
わ
が
国
の
古
典
文
学
に

　
　
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
l

o
開
講

　
平
成
5
年
4
月

　
月
二
回
　
夜
間
二
時
間

。
内
容

　
万
葉
・
源
氏
物
語
・
平
家
物
語

　
奥
の
細
道
　
他

○
申
込
先

　
東
郷
町
小
野
田
高
森
文
夫
氏
宅

　
費
⑭
）
1
2
5
0
2

「
難
病
座
談
会
」

　
　
　
開
催
の
案
内

　
ど
ん
な
相
談
で
も

　
　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

　
県
難
病
連
〔
宮
崎
県
難
病
団
体
連

絡
協
議
会
）
で
は
、
「
難
病
相
談
会
一

を
開
催
い
た
し
ま
す
、

　
こ
の
相
談
会
は
、
疾
病
の
う
ち
神

経
内
科
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
リ
ウ

マ
チ
患
者
を
対
象
に
専
門
医
が
無
料

で
検
診
を
行
う
ほ
か
、
ケ
：
ス
ワ
ー

カ
ー
や
行
政
機
関
の
相
談
員
・
保
健

婦
さ
ん
に
よ
る
社
会
福
祉
制
度
（
年

金
、
身
障
手
帳
）
日
常
生
活
上
の
相

談
等
を
行
い
ま
す
．
．

▽
対
象
　
難
病
患
者
（
そ
の
疑
い
の

　
　
　
あ
る
方
）
及
び
そ
の
家
族

▽
日
時
　
平
成
4
年
1
2
月
6
日

　
　
　
0
土
寸
～
5
上
寸

　
　
　
ー
ロ
μ
　
　
　
－
日

▽
場
所
　
日
向
市
民
健
康
管
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
日
向
市
役
所
の
西
側
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
容
0
9
8
5
一
②
i
5
9
6
2

信
愛
幼
稚
園
内
　
宮
崎
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会

固
定
資
産
の

　
　
届
け
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日

現
在
で
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定

資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
る

税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る

市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。
土
地

に
つ
い
て
は
登
記
簿
が
も
と
に
な
り

ま
す
が
、
台
帳
と
現
況
が
違
っ
て
い

る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
．
一
特

に
、
田
や
畑
が
荒
れ
て
山
林
、
原
野

に
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
届
け

を
し
な
い
と
高
い
税
金
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
、

　
こ
の
よ
う
に
台
帳
と
現
況
が
違
う

場
合
は
、
税
務
課
に
「
現
況
届
」
を

出
し
て
い
た
だ
く
と
、
現
況
に
よ
り

課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
「
ま
た
、

家
屋
に
つ
い
て
も
、
取
り
壊
し
た
り
、

増
改
築
で
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は

異
動
の
届
け
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
．

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
八
期

　
　
納
期
は
十
二
月
二
十
五
日

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
5
日
㈹
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
5
日
却
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

人
権
特
設
相
談
所

　
　
　
　
　
の
開
設

▽
日
時
　
1
2
月
8
日
畑
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　　

@　

@　

@　

E
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
坪
谷
の
松
岡
元
さ
ん
か
ら

　
（
ハ
ル
子
さ
ん
・
5
9
歳
ご
逝
去
）

箸
落

　
圏
般
寄
付

　
宮
崎
の
英
心
楽
さ
ん
よ
り
、
1
0
月

25

凬
`
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
収
益
の

一
部
を
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

　
（
十
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
、
つ

橋 水 直 松 寺 赤

口 野 野 本 原
ち
や

咲
あ

由 慎 ん
ゆ

の
耶 み 美 平 求 名

四 順 達 敏 父
治 の

孝 一 也 生 名

寺 仲 福 福 田 住

迫 深 瀬 瀬 野 所

結
　
婚
　
お
幸
せ
に

（ （ 一 一 氏
那長 黒黒 橋福 柳武

須池 木木 口元 田智

寿公 和光 章伸 尚克

代一 美一 子二 子実
二

日福 日増 寺川 延寺 住
向 向野 南 岡

市瀬1 市内 迫町 市迫 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

伊
集
院
綱
重

松
岡
ハ
ル
子

氏：

ｼ

85

ﾎ

59

ﾎ
年
齢

自
袖
ら
」
窪
【
畢
［

　坪
遠焉m谷

住
所

　　

i
予
　
告
）

　
1
1
月
1
1
日
・
1
2
日
に
行
な
わ
れ
た
、

「
牧
水
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

に
つ
い
て
は
、
来
月
号
に
掲
載
い
た

し
ま
す
．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥2111（14＞まで〉
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